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高等司法研究科・准教授 

[研究] 

従来から、① 財政・金融の憲法学的検討、② 墓地埋葬法制の現代的考察に取り組んでいる。①については、論文3本、研究会

報告3件を行い、②については、論文1本、学会報告1件を行った。このほか、最高裁裁判官に関する研究会にも精力的に参加し、論

文1本を公表している。いずれの研究も、従来の憲法学会ではあまり考察対象にならなかったものであり、高く評価されている。 

[教育] 

入門書1冊と入門用判例集1冊をそれぞれ共著で担当し、上梓した。また、授業においても、学生の理解度の向上に努めている。 

[管理運営］

教務委員会、広報委員会として業務にあたった。 

[社会貢献］ 

大阪市行政不服審査会委員、高槻市個人情報保護運営審議会委員、枚方市個人情報保護情報公開審査会副会長、大和高田

市個人情報保護運営審議会委員、大和高田市公益通報委員会会長、宇治市個人情報保護審査会委員などを務めた。宗教法学会

監事を務めた。一般向けの啓蒙的活動としては、日本経済新聞10月21日朝刊「経済教室」欄に寄稿した。 
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